1　歌物語　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(へい),平)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ちゅう),中)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もの),物)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(がたり),語)　親に反対されて　着眼点　文法　復習①　用言の復習
この男、親 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(あふみ),近江)なる人に、いとしのびて住みけり。さるあひだに、この女の親、気色をやⓐ見けむ、くぜち、まもり、いさかひて、日もすこしⓑ暮るれば、 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(かど),門)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(さ),鎖)して①うかがひければ、女は思ひさはり、男あふ㋐よしもなくて、からうじて築地を越えて、入りにけり。「 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(つい),築)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ぢ),地)を越えてなむⓒまゐり来つる」といはせけるを、親、気色見て、ⓓいみじく㋑騒ぎののしりければ、「ゆく先はともかくもⓔあれ。②つゆにてもあはれと思はるるものならば、今宵帰りね」と、ⓕせちに言ひ出だしたりける。男、
　Ａ　みるめなみたちやかへらむ近江路は名のみ海なる浦とⓖうらみて
とて、帰りぬ。また、女、返し、

　Ｂ　関山のあらしの風のⓗさむければ君にあふみは浪のみぞⓘ立つ
さりけれど、この男、いらへをだにⓙせずなりにけり。
語注

近江＝現在の滋賀県。淡海とも。また、湖のこと。

くぜち、まもり、いさかひて＝文句を言い、見張りを立て、娘を叱って。

築地＝土で造った垣根。土塀。

みるめ＝海藻。「見る目」を掛ける。

関山＝逢坂の関のある山。「関」に、二人の仲を堰き止める意を含める。

問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。

男が〔　　　　〕の女に通っていたが、〔　　　〕の反対にあって会えなくなった。〔　　　〕はなんとか会おうとするが、〔　　　〕は会おうとしなかった。
問二　波線部㋐・㋑の意味を答えよ（㋑は終止形でよい）。　〈4点×2〉
㋐〔　　　　　〕㋑〔　　　　　〕

問三　二重線部ⓐ〜ⓙの活用の種類と活用形を答えよ。　〈1点×10〉
ⓐ〔　　　　　〕活用　　　形ⓑ〔　　　　　〕活用　　　形
ⓒ〔　　　　　〕活用　　　形ⓓ〔　　　　　〕活用　　　形
ⓔ〔　　　　　〕活用　　　形ⓕ〔　　　　　〕活用　　　形
ⓖ〔　　　　　〕活用　　　形ⓗ〔　　　　　〕活用　　　形
ⓘ〔　　　　　〕活用　　　形ⓙ〔　　　　　〕活用　　　形
問四　〔チェック問題〕　用言の復習

　次の傍線部の活用の種類と活用形を答えよ。　〈1点×2〉

１　「ここにおはしましけり」とて、この人を具して去にけり。　（徒然草）

２　舞はぬものならば、馬の子や牛の子に蹴させてん、…　（梁塵秘抄）

１〔　　　　　〕活用　　　形　２〔　　　　　〕活用　　　形

問五　傍線部①は、誰の、どのような行動であるのか。二十字以内で答えよ。　〈10点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

問六　傍線部②を現代語訳せよ。　〈6点〉

〔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕

問七　和歌Ａについて、「みるめなみたちやかへらむ」を解釈した次の文の空欄に入る、適当な言葉を答えよ。　〈6点〉

海藻がない湖で波がむなしく返るように、私はあなたに〔　　　　　〕
問八　和歌Ｂの解釈として最も適当なものを選べ。　〈8点〉

ア　私たちの仲を隔てようとする人目が厳しいので、あなたに会おうとする我が身にはつらいことが多いのをわかってください。

イ　逢坂の関山から吹き下ろす荒々しい風は、あなたの私を愛する気持ちを弱らせてしまったようです。

ウ　親の監視のせいで今は離れるしかない私たちですが、私のあなたへの愛情は変わることはありません。

エ　二人の仲を裂く冷淡な親ですが、私たちの互いを想う深い愛情に気づく日が来ると信じて、今はお待ちください。
〔　　　〕

【解答】
問一　近江　親　男　女
問二　㋐＝手段・方法　㋑＝大声をあげて騒ぐ　〈4点×2〉
問三　ⓐ＝マ行上一段活用・連用形　ⓑ＝ラ行下二段活用・已然形　〈1点×10〉
ⓒ＝カ行変格活用・連用形　　ⓓ＝シク活用・連用形
ⓔ＝ラ行変格活用・命令形　　ⓕ＝ナリ活用・連用形
ⓖ＝マ行上二段活用・連用形　ⓗ＝ク活用・已然形
ⓘ＝タ行四段活用・連体形　　ⓙ＝サ行変格活用・未然形
問四　１＝ナ行変格活用・連用形　２＝カ行下一段活用・未然形　〈1点×2〉

問五　女の親の、男の訪問を見張っている行動。（19字）　〈10点〉

問六　少しでも（私を）愛しいと思う気持ちがあるならば、　〈6点〉

問七　逢うことがないので引き返すのだろうか。　〈6点〉

問八　ア　〈8点〉
【補充問題】

問１　「いはせける」（３行目）とあるが、誰が、誰に言わせたのか。簡潔に答えよ。

問２　和歌Ａに「名のみ」とあるが、男が「近江（あふみ）」という地名に見出している、名ばかりで実体を伴わない事象を二つ漢字で答えよ。

問３　和歌Ａにおいて、「海」の縁語として用いられている語を抜き出して答えよ。ただし、活用語は終止形とする。

【補充問題解答】

問１　男［が、］女の使用人［に言わせた。］
問２　「会ふ」と「海」
問３　みるめ・なみ・たちかへる・浦・うらむ
